
 

福島県立会津第二高等学校『学校経営・運営ビジョン』平成３０年度 

 自ら学ぶ意欲の育成  

① 基礎基本の定着。 
 

●習熟度に応じた分かりやすい授業を
目指します。 

●繰り返し学習を徹底し学習事項の定
着を目指します。 

 

② 受験指導の充実。 
 

●個別添削指導、模擬面接、小論文指
導を通して、進路達成を支援しま
す。 

 

③ 充実した学校生活。 
 

●学校行事・部活動を通して、円滑な
人間関係を育成し、連帯感を深めま
す。 

☆個別面談を通して、学習上の悩みや
課題の解決、また、学校生活におけ
る悩みや課題の解決を目指します。 

 職業観の育成  

①  進路意識の向上。 
 

●『進路講話』『就職準備会』など、進
路行事を通して、進路意識の高揚を
図ります。 

●企業訪問の充実と、就職面接会への
積極的参加を目指します。 

 

② 進路情報の活用。 
 

●『進路だより』を通して、生徒・保
護者への情報発信に努めます。 

●ハローワークをはじめ、関係機関と
の連携を元に、進路達成を支援しま
す。 

 

②  進路相談の充実。 
 

☆担任、進路係、進路アドバイザーと
の面談を通して、進路希望達成に向
けて個々の支援を図ります。 

 社会性の育成  

① 基本的生活習慣の育成。 
●登下校指導・給食指導を通して規則
的な生活習慣を育成します。 

●『生活体験発表会』を通して、自己
実現を支援します。 

☆個別面談を通し、生活上の課題解決
を支援します。 

 
② 安全教育の推進。 
●『教薬物乱用防止教室』『防犯教室』

『スマホ・ケータイ安全教室』を実

施し、安全意識向上に努めます。 
●『相談室だより』を通して、安全な
生活の向上を支援します。 

 
③ 心と身体の健康。 
●｢ほけん便り｣｢給食だより｣を通して情報

発信に努め、健康意識を高めます。 
☆個別面談を通し健康の支援をしま
す。 

●『心の健康教室』を通し、精神面で
の支援をします。 

 地域社会との連携  

① 学校・家庭・地域との情報共有、連
携の強化。 

 
●『ホームページ』『PTA会報』『学校だより
オーロラ』による情報提供に努めます。 

●授業や学校行事の公開に努めます。 
●学校評価に取り組み結果を公表します。 
●服務倫理委員会を定期的に開催し、不
祥事の根絶を目指します。 

●ボランティアの機会を通して社会貢献の
意義と役割を実感させます。 

 

② 事業主との連携強化と、働く生徒
の支援。 

 
☆在学中の就業率を向上させるため、就労
情報の提供や、相談の充実に努め、就
業定着指導を行います。 

  【 本 校 の 教 育 目 標 】 

１ 民主的、文化的な社会の発展に寄与できる人間を育成する。 

２ 社会の変化に自主的・意欲的に対応できる資質を育成する。 

３ たくましい体力と、他を思いやる豊かな情操に支えられた実践力を育成する。 

 
生徒の自己実現ができる学校を目指して 

校長 二瓶 賢一  
 会津第二高等学校は、「働きながら学び、自己実現を目指す」夜間
の定時制高校です。これまでも、様々な生徒が様々な目的で入学し、
変化する社会に応じられるよう学習に励んできました。技術や知識
がどんなに進歩しても社会で求められる人物像には不変のものがあ
り、社会で通用するための人格形成に努めなければなりません。 

本校は、生徒の皆さんの成長をこころから願い 

支援していくため、４つの育成プランを展開して 

まいります。 

 地域の皆様のご支援をよろしくお願いいたします。 

 ４
つ
の
柱 

個に応じた指導を通して                      

生徒の自己実現を図る。 

特に「個別相談」（☆）を充実

します。 
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